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実態とその要因について検討した。2002 年から 2008 年までの 7年間，両圃場でスイートコーンを栽培し，
4～7 年目に調査を行った。本試験での化学肥料施用圃場は化学肥料（N, P2O5, K2O, 各 10 kg/10a/ 年）を施
用した。堆肥施用圃場は，堆肥（2 tDM/10a）および化学肥料（年次によりN, P2O5, K2O 各 0～2Kg/10a）を
施用した。さらに，堆肥施用開始時の変化を明らにするために，堆肥施用履歴のない新規圃場に 2007 年か


















































































素の濃度は，Nでは 2.4%（2005 年），3.0%（2006 年），2.2%
（2007 年）および 2.8%（2008 年），Pでは 1.6%（2007 年），K
では 4.5%（2007 年）であった。
　化肥区では，毎年基肥としてくみあい複合燐加安（N：
P2O5：K2O＝14：14：14）を成分量で 10 kg/10a 施用して
いる。堆肥区では，毎年上記堆肥を 2 tDM/10a 施用し，






溝施肥し，畝間 90 cm, 株間 30 cm（1 区 10 畝）でスイー
トコーンを 1点につき 3粒播種を行い，出芽後に間引きを
行い一本立てとしている（表 1）。
　上記の管理圃場において堆肥施用 4年目である 2005 年
から 2008 年の 4 年間，表 1に示した収穫日に，各区 1畝
当たり無作為に 3株を地際から切り取り，直ちに茎葉およ
び雌穂の生重を計測した。また，除草後 2週間から 1か月
の間に各区 4～8か所に 50 cm×50 cmのコドラートを無作
為に設置し，雑草種類別に個体数を測定した。各年の除草
日は表 1の通りであり，草削りを用いて中耕を兼ねて除草









7 月 21 日および 12 月 26 日に，2008 年には 4 月 12 日，7
月 23 日および 10 月 5 日に各区当たり株間 8か所を無作為
に選び，土壌深度 0～1 cm, 5～10 cm および 15～20 cm の
計 3 層から 100 ml 程度の土壌を採土した。室温で十分に
風乾後，1 mm目の篩いを通した。乾土 10 g に対して蒸留



























　堆肥施用初年目である 2007 年から 2008 年の 2年間，表 1
に示した収穫日に，連続した 3株を無作為に 1区画 5反復，
各区計 10 反復，地際から切り取り，直ちに茎葉および雌
穂の生重を計測した。また，スイートコーン栽培中におけ
る除草直前および除草の約 25 日後に，1 区画 2～4 か所，
各区計 4～8か所に 50 cm×50 cmのコドラートを無作為に
設置し，雑草の個体数の調査を行った。各年の除草日は表
1に示した。除草方法は上記 1．と同様である。6月および





8月 10 日および 12 月 5 日に，2008 年には 4月 12 日，7月
25 日および 9 月 1 日に 1 区画 4 か所，各区株間 8 か所を
無作為に選び，2007 年では土壌深度 0～1 cm, 15～20 cm, 








る 2005 年以降，堆肥区では化学肥料を 80%以下に減肥し
ているにも拘らず，茎葉重は 2005 年および 2006 年には化
肥区に比べ堆肥区で大きい値を示したが，化学肥料を無施
肥とした 2007 年には堆肥区で小さい値であった。雌穂重
は 2006 年および 2008 年には両区で同程度の値を示した。





は 2007 年の除草前および 2006 年および 2007 年の除草後
の調査において，化肥区に比べ堆肥区で大きい値を示した。
雑草害が想定される除草後の出芽雑草種類数については，
化肥区では 10 種から 17 種が，堆肥区では 12 種から 15 種
がそれぞれ観察された。表に記載した主要な雑草種のうち，
ホソアオゲイトウでは 2007 年および 2008 年に，アメリカ
タカサブロウでは 2006 年に，コヒルガオでは 2005 年に，
それぞれ個体数が化肥区に比べ堆肥区で大きい値を示し
た。一方，メヒシバでは 2005 年および 2006 年に，ハマス
ゲでは 2007 年に，それぞれ化肥区に比べ堆肥区で小さい
値を示した。それ以外の主要種のうち，コセンダングサお
よびオオイヌホオズキは，それぞれ 2007 年と 2008 年にの
み出現し，前者では化肥区で大きく，後者では堆肥区で化
肥区の 6倍以上の値を示した。




























区で大きい値を示した。2008 年には主要 8種中 4 種の乾
物重が堆肥区で大きい値を示した。一方，ハマスゲ，ヤブ
ガラシでは両区で差は見られなかった。重量比数について
は，化肥区では 2005 年から 2008 年にかけて一貫してメヒ
シバが最大値を示した。また，2007 年までは他種の重量












　堆肥連年施用区画における乾土 100 g 当たりの硝酸態窒
素含量の推移を表 6に示した。 2007 年の 3 月では，全深
度で，化肥区に比べ堆肥区で大きい傾向を示した。また，
スイートコーン収穫後の12月または10月の調査において，
土壌深度 0～1 cmおよび 15～20 cmの硝酸態窒素含量は堆
肥区で明らかに大きい値を示した。
　表 7に窒素を除く主要肥料要素の乾土 100 g 当たりの含
量を示した。リン（P）含量は 2007 年，2008 年とも土壌深












　表 9に除草前後における 1 m2 当たりの雑草種別個体数
を示した。総個体数は年次，除草前後に拘わらず差が見ら
れなかった。除草後の個体数については，化肥区では 15






































　新規堆肥施用区画における乾土 100 g 当たりの硝酸態窒










見られなかった。2008 年には，7月および 9月の調査の 0
～1 cm, 5～10 cm では，化肥区に比べ堆肥区で大きい値を
示した。
　表 13 に窒素を除く主要肥料要素の乾土 100 g 当たりの
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Summary：In recent years, cultivation using compost application has become popular in Japan.  The 
kinds and quantities of weeds in fields with applied compost differ considerably from those in fields using 
chemical fertilizers.  However, few reports describe the effects in crop fields.  This study evaluated 
differences in the appearance of weeds in fields and clarified the factors conducive to them.  We cultivated 
sweet corn in two fields for six years from 2002, and investigated them during years 3-6.  To one field, 
chemical fertilizer was applied (N, P2O5, K2O ; 10 kg/10a/yr).  To another field, composted animal waste 
was applied (2 tDM/10a/yr) along with chemical fertilizer (N, P2O5, K2O ; 0-2 kg/10a/yr).  Another 
examination was conducted in 2007 to clarify early changes of compost application in a new field to which 
compost had not been applied.  On field of applied compost in this investigation, a little chemical fertilizer 
(N, P2O5, K2O ; 2, 10, 10 kg/10a/yr) was used with the compost.  The results were the following.  In the 
field using chemical fertilizer alone, Digitaria ciliaris was consistently dominant in both investigations.  In 
contrast, in the field with applied compost, Digitaria ciliaris and several species (Amaranthus patulus, 
Eclipta alba) of broad-leaf weeds were frequently dominant.  The dry matter weight of plants in the field 
with applied compost surpassed that of the field using chemical fertilizer annually during the sweet corn 
growing season and after harvesting from the first year of compost application.  The nitrate nitrogen 
concentration of soil in the field with applied compost was higher than that of the field with applied 
chemical fertilizer.  The results described above show that compost application increased the variety of 
dominant weeds and tended to increase the dry matter weight of weeds.  The increase of nitrate nitrogen 
into the soil caused by continuous application of compost was inferred as a contributing factor to these 
changes.
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